
数多くの世帯で給水管が破損し、

漏水が多発、配水池の水量が低下

15 2016.3.1 14

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」が
ス
タ
ー
ト

こ
の
よ
う
な
手
続
き
に
必
要
で
す
！

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」が
ス
タ
ー
ト

税
務
に
関
す
る
手
続
き

・
相
続
に
よ
る
納
税
義
務
承
継
手
続

・
退
職
所
得
の
申
告

・
特
別
徴
収
の
納
期
の
特
例
に
関
す

　

る
手
続

・
寄
附
金
税
額
控
除
に
係
る
申
告
特

　

例
に
関
す
る
手
続

・
法
人
市
民
税
の
更
正
請
求
手
続

・
償
却
資
産
の
申
告

■
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課　
　
　

℡
23
‐
１
１
２
３

障
害
福
祉
・
生
活
保
護
・
介

護
保
険
等
に
関
す
る
手
続
き

・
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
等
の
申
請

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
交
付

　

等
の
申
請

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
、個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
利
用
が
始
ま
り
、

次
の
手
続
き
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
。

　

個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
や
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
大

切
に
保
管
し
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
自
立
支
援
医
療
費
（
育
成
・
更
生
・

　

精
神
通
院
）
支
給
認
定
申
請

・
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

　

手
当
認
定
請
求

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請

・
障
害
児
通
所
支
援
の
申
請

・
補
装
具
費
支
給
申
請

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
申
請

・
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
交
付
申
請

・
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

　

弔
慰
金
の
申
請

・
生
活
保
護
申
請

・
介
護
保
険
の
資
格
取
得
・
変
更
・

　

喪
失
等
申
請

・
被
保
険
者
証
等
再
交
付
申
請

・
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
申
請

・
介
護
保
険
料
の
減
免
等
申
請

・
負
担
限
度
額
認
定
申
請

・
福
祉
用
具
購
入
・
住
宅
改
修
費
支

　

給
申
請

・
基
準
収
入
額
適
用
申
請

・
高
額
介
護
（
介
護
予
防
）
サ
ー
ビ

　

ス
費
支
給
申
請

・
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
依
頼
（
変
更
）

　

届
出

■
問
い
合
わ
せ　

　

福
祉
課　
　
　

℡
23
‐
１
２
４
３

※
生
活
保
護
に
関
す
る
こ
と

℡
23
‐
１
１
５
５

※
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と

℡
23
‐
１
１
５
８

子
育
て
支
援
・
母
子
に
関
す

る
手
続
き

・
児
童
手
当
の
申
請

・
児
童
扶
養
手
当
の
申
請

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
申
請

・
保
育
園
・
幼
稚
園
等
へ
の
入
所
手

　

続
き

・
妊
娠
の
届
出
＊

・
養
育
医
療
の
給
付
手
続
き
＊

■
問
い
合
わ
せ　

　

子
育
て
支
援
課　

℡
23
‐
１
１
５
６

＊
は
健
康
増
進
課
℡
23
‐
１
１
２
３

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
手
続
き

・
資
格
取
得
・
喪
失
・
変
更
の
届
出

・
住
所
地
特
例
の
届
出

・
被
保
険
者
証
再
交
付
申
請

・
基
準
収
入
額
適
用
申
請

・
特
定
疾
病
認
定
申
請

・
限
度
額
適
用
認
定
申
請

・
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
認
定

　

申
請

・
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請

・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
支
給
申
請

・
第
三
者
行
為
の
被
害
届
出

・
障
害
認
定
の
申
請
（
後
期
高
齢
者

　

医
療
の
み
）

■
問
い
合
わ
せ

　

保
険
課　
　
　

℡
23
‐
１
１
２
９

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が

始
ま
り
ま
し
た

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
本
人
ま
た

は
代
理
人
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
交
付
場
所
は
、
三
隅
地
区
に

住
所
が
あ
る
人
は
三
隅
支
所
、
日
置

地
区
に
住
所
が
あ
る
人
は
日
置
支

所
、
油
谷
地
区
に
住
所
が
あ
る
人
は

油
谷
支
所
、
そ
の
他
の
人
は
市
役
所

本
庁
に
な
り
ま
す
。

　

受
取
場
所
の
変
更
を
希
望
す
る
場

合
は
、
受
取
の
３
日
以
上
前
に
問
い

合
わ
せ
先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
取
に
は
、

交
付
通
知
書
と
一
緒
に
送
付
さ
れ
る

案
内
文
書
に
記
載
さ
れ
た
必
要
な
書

類
（
通
知
カ
ー
ド
や
本
人
確
認
書
類

等
）
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
書
類
に
不
足
が
あ
る
と
交
付

で
き
ま
せ
ん
。

■
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
に
つ
い
て

　
の
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課　
　
　

℡
23
‐
１
１
２
８

　

三
隅
支
所　
　

℡
43
‐
０
２
２
１

　

日
置
支
所　
　

℡
37
‐
２
１
１
１

　

油
谷
支
所　
　

℡
32
‐
１
１
１
１

■
制
度
全
般
の
問
い
合
わ
せ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
７
０
‐
２
０
‐
０
１
７
８

断
水
の
発
生
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
に
長
門
市
が
誕
生
し
て
以
降
、
最
大
規
模
と

な
る
水
道
の
断
水
が
１
月
末
に
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
経

過
と
原
因
、
対
策
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

４
、３
３
０
世
帯
で
断
水

　

１
月
24
日
か
ら
日
本
列
島
を
襲
っ

た
寒
波
は
、
沖
縄
県
に
初
め
て
雪
を

降
ら
せ
る
ほ
ど
の
強
い
も
の
で
し

た
。
長
門
市
で
も
24
日
17
時
の
気
温

が
氷
点
下
5.1
℃
（
油
谷
）
を
記
録
し

ま
し
た
。

　

こ
の
寒
波
に
よ
り
、
宅
内
の
水
道

管
が
凍
結
し
た
こ
と
で
破
損
し
、
漏

水
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

経
過
に
つ
い
て

１
／
24 

（日）

17
：
00　

油
谷
で
氷
点
下
5.1
℃

１
／
25 

（月）

８
：
00　

宅
内
給
水
管
の
破
損
に
よ

　
　
　
　

り
、
配
水
量
が
増
加

19
：
45　

配
水
池
水
位
低
下
の
た
め

　
　
　
　

断
水
実
施
決
定

20
：
00　

西
深
川
地
区
を
中
心
に
約

　
　
　
　

１
、２
０
０
世
帯
で
断
水

　
　
　
　

同
時
に
配
水
池
水
位
回
復

　
　
　
　

作
業
を
実
施

20
：
30　

通
地
区
、
油
谷
地
区
、
三

　
　
　
　

隅
地
区
、
日
置
地
区
で
も

　
　
　
　

断
水
（
計
４
、２
６
０
世

　
　
　
　

帯
で
断
水
）

21
：
30　

漏
水
原
因
調
査
の
特
別
班

　
　
　
　

編
成
、
作
業
開
始　

１
／
26 

（火）

１
：
00　

給
水
作
業
準
備
開
始

７
：
00　

市
内
４
ヵ
所
で
給
水
作
業

　
　
　
　

開
始

10
：
00　

給
水
個
所
７
ヵ
所
に
増
設

12
：
00　

通
地
区
850
世
帯
で
断
水
解

　
　
　
　

除

13
：
00　

境
川
地
区
70
世
帯
で
断
水

16
：
30　

周
南
市
応
援
隊
到
着
。
給

　
　
　
　

水
活
動
開
始

１
／
27 

（水）

18
：
00　

西
深
川
地
区（
１
、２
７
０

　
　
　
　

世
帯
）
で
断
水
解
除　

１
／
28 

（木）

８
：
30　

三
隅
地
区
の
一
部
（
10
世

　
　
　
　

帯
）、
日
置
地
区
の
一
部

　
　
　
　
（
370
世
帯
）
断
水
解
除

12
：
00　

三
隅
地
区
（
40
世
帯
）、

　
　
　
　

日
置
地
区
一
部（
20
世
帯
）

　
　
　
　

断
水
解
除

16
：
00　

日
置
地
区
の
一
部
断
水
解

　
　
　
　

除
（
62
世
帯
）

18
：
00　

日
置
地
区
（
451
世
帯
）、

　
　
　
　

油
谷
地
区
の
一
部
（
886
世

　
　
　
　

帯
）
断
水
解
除

給水のようす（西深川地区）

１
／
29 

（金）

16
：
00　

日
置
地
区
（
40
世
帯
）、

　
　
　
　

油
谷
地
区
（
284
世
帯
）
で

　
　
　
　

断
水
解
除

19
：
00　

日
置
地
区
（
17
世
帯
）、

　
　
　
　

油
谷
地
区
（
30
世
帯
）
で

　
　
　
　

の
断
水
解
除（
全
面
復
旧
）

断
水
の
原
因

　

寒
波
に
よ
り
宅
内
の
給
水
管
な
ど

の
破
損
が
多
発
し
て
配
水
量
が
増

加
、
配
水
池
内
の
水
位
が
低
下
し
、

配
水
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
。

水
道
管
の
破
裂
を
防
ぐ
に
は

　

気
温
が
氷
点
下
４
℃
以
下
に
な
る

と
、
水
道
管
の
水
が
凍
っ
て
出
な
く

な
っ
た
り
、
水
道
管
が
破
裂
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

①
凍
結
の
予
防
策

　

露
出
し
た
水
道
管
は
、保
温
チ
ュ
ー

ブ
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

　

翌
朝
凍
結
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、

蛇
口
か
ら
鉛
筆
の
芯
く
ら
い
の
水
を

一
晩
中
流
し
て
下
さ
い
（
バ
ケ
ツ
な

ど
に
た
め
て
お
く
と
再
利
用
で
き
ま

す
）。
ソ
ー
ラ
ー
温
水
器
や
ボ
イ
ラ
ー

は
、
水
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
水
が
凍
っ
て
出
な
い
と
き

　

日
中
温
度
が
上
昇
し
て
く
れ
ば
水

は
出
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
急
い
で

水
が
必
要
な
場
合
は
、
凍
っ
た
部
分

に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を

ゆ
っ
く
り
か
け
て
溶
か
し
て
く
だ
さ

い
。
熱
湯
を
直
接
か
け
る
と
水
道
管

が
破
損
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

水
道
管
が
破
損
し
た
場
合

　

元
栓
や
止
水
栓
を
閉
め
て
く
だ
さ

い
。
水
が
止
ま
ら
な
い
場
合
は
、
破

損
部
分
に
タ
オ
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
道
課

℡
23
‐
１
１
６
９

水位
低下


